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 令和５年３月20日 

 

 

 

  

  本市は、白馬村（村長：丸山 俊郎）、松本市（市長：臥雲 義尚）とインバウンドを柱

とする長期滞在型観光振興に係る連携協定を下記のとおり締結いたします。 

  本協定は、国際的スノーリゾートとしてインバウンド需要が高まる白馬村と、善光寺を

中心に門前町の趣とオリンピック開催地のブランド力が融合する長野市と、松本城に代表

される歴史・文化・芸術など多彩な観光資源を有する松本市が、ともにタッグを組み、戦

略的に互いのリソースやコンテンツを共有し合うことで新たな魅力や上質で洗練された滞

在空間を創出し、外国人旅行者のニーズを着実に捉えた長期滞在型観光を振興することを

目的としています。 

 

 

１ 日 時 令和５年３月 27 日（月）午後３時 30 分から午後４時まで 

 ２ 場 所 Snow Peak LAND STATION HAKUBA（長野県北安曇郡白馬村大字北城 5497 番地） 

 ３ 出席者 白馬村 丸山 俊郎 村長、長野市 荻原 健司 市長、松本市 臥雲 義尚 市長 

 

４ 連携・協力事項 

（1） 観光振興に係る情報共有及び情報発信 

（2） 観光振興に係る旅行商品の造成支援・研究及びイベントの共同開催 

（3） 観光に係る JR 北陸新幹線、大糸線、バス、空港など交通機関の活用 

（4） 文化・芸術・自然環境・食文化を活かしたアドベンチャーツーリズムの推進 

（5） その他前条の目的を達成するために必要な連携・協力 

 

５ その他 

事前の取材申し込みは必要ありません。 

商工観光部 観光振興課 インバウンド・国際室 

（課長）村井 善晃 （担当）木内 和朋、中村 英将  

電話：直通 026-224-5447  FAX：026-224-5121 

E－mail：kokusai@city.nagano.lg.jp 

白馬村・松本市と「インバウンドを柱とする長期滞在型観光振興に関する 

連携協定」を締結します 


